
 ダンスが大好きなひまわり組さん。子どもたちの提案から楽器を作ることになりました♪そこから話

がどんどん盛り上がり、ゆり組ばら組には内緒で準備をして、コンサートをやろう！ということになり

ました。作ったマイクや楽器を使って色々な曲で歌や演奏を楽しむ中で、コンサートでは何の曲を演奏

するかを皆で話し合いました。４月３日から話し合いが始まり、内緒ですすめていたので、３週にわた   

っての     る活動でしたが、皆のやる気は途切れることなく、はりきって準備を行っていました。 

事務所の先生に招待状を作って届けたり、当日の役割分担もして、４月２２日、いざ 

本番！幕が開くと、緊張した表情を見せながらも、それぞれが楽しんでコンサートに

臨んでいました。「緊張したけど楽しかった～」と満足気な子どもたち。終わった後は、

自分たちの楽器をゆり組ばら組さんに貸してあげ、使い方を教えてあげていました♪ 

 爽やかな風に、暖かい日差しが気持ちの良い季節になりました。 

４月から新入園児が加わり、１２名でスタートし、早１ヶ月。新しい環境に少しずつ慣れ、憧れてい

た「ひまわり組のお兄さん、お姉さんになったんだ！』と、誇らしげな子どもたち。「赤ちゃんのお手

伝いする！」「学習いつやるの？」など、張りきっている声があちらこちらから聞こえてきます！ 

 喜怒哀楽、様々な経験を積み重ねながら育んでいく子どもたちの成長を、保護者の皆様と共に、一緒

に見守っていけたらと思います。ご不安なことがありましたら、気兼ねなくご相談ください。 

保育園生活最後の１年間、どうぞ宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひまわり組だより ５月 

今月の目標 

☆ひまわり組コンサート☆ 

●戸外遊びやリズム遊びを通して、身体を

動かして活動する楽しさを味わう 

●夏野菜を植え、世話をすることを通して

野菜や食材に興味を持つ 

みんな元気に 

大きくなあれ♪ 

今年のこいぼりは、ひまわり

組共同製作です。本物のこいの

ぼりを見ながら、どうやって作

ろうかを話し合い、皆の意見を

取り入れて、１枚ずつ鱗を作る

ことに♪絵の具や色鉛筆、クレ

ヨン、好きな道具を使って皆大

満足の仕上がりになりました！ 

≪ひまわり会議≫ 

何かを考える時には、ひまわり会議を行って

います。友達の顔を見ながら話ができるよう円

になって話していますが、今はまだ、子どもたち

で話し合うというよりも、保育者に対して話す

ことが多く、その間を繋ぎながら行っています。

ゆくゆくは、子ども同士で話し合えることを目

指しています。こどもの日の製作も、ひまわり組

コンサートもこの話し合いから発展しました！ 



幼児組保護者の皆様へ 

 いつも保育へのご理解とご協力を賜り、ありがとうございます。進級、入園から一か月がたち、新たな環境

下で子どもたちはそれぞれのペースで好きな人、もの、時間を見つけて過ごす姿が見られるようになりまし

た。 

 子どもたちが保育園で自己を十分に発揮し“自分を認めてもらう”経験を重ね“人のことも認め、他と調和する

力”に繋がるよう、育ちの見通しをもった保育計画を園全体で図ります。そしてそのための根底となる“生きる

力”は乳幼児期の過ごし方が基盤となりますので、保護者の皆様と一緒にその時間を大切にしていきたいと考え

ております。ご家庭と園で試行錯誤しながら、そして対話をしながら、一つひとつを大切に、一緒に見守らせ

ていただけたらと思います。 

際して現在の子どもたちの園での生活が、生きる力の獲得に繋がるよう、子どもたちの様子を見ながら検討

した上で下記の内容をお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《見守り保育とは》 

「子どもたちの自主性、自己決定力を重視する」「見守っていても大丈夫な子を育てる」保育です。 

その実践方法の一つが「選択をする」「ゾーン遊び」です。 

→選択をするとは… 

 「自分は何をしたいのか自分を知る」「自分の意志をもつ」「責任をとる力」「意見、考えを伝える力(表現

力)」「実行機能(優先順位を考える)」という事が含まれます。 

小学校教育やその先の社会でも「言われたことを言われた通りに出来る」ではなく、自分で様々な物事に❝参画

する力❞が求められています。それらの力を第一歩であり、生きる力の大前提には❝生活の自立❞があります。新 

年度を迎えた今、改めて一つずつ見直していけたらと思います。 

お願いとお知らせ 

① 基本的生活習慣の自立に向けて… 

●登園時や降園時、子どもたちが自分で自分の荷物を支度し、持てるよう見守りをお願いします。 

  (上履きは下駄箱から取り出して、玄関にて履くように子どもたちに伝えています) 

  ●水筒について 

   お迎えの時間まで、子どもたちが欲したタイミングで水分補給出来るよう、保育中はかごの中で保管し

ています。持ち帰り忘れのないよう子どもたちにも声をかけていますが、忘れてしまった際には叱らずに

「次はどうしたらよいか」の声かけをお願いいします。「叱られるから忘れないようにする」という恐怖や

大人主体ではない声かけを、園でも大切にしています。 

 

② 布団のセッティングと持ち帰りについて 

●週明け：ホールに各クラスのかごを設置しますので、かけ布団と敷布団をまとめてかごに入れてくださ

い。午睡の際、園で子どもたちと一緒にセッティングします。 

●週末 ：同様にかごに入れてホールに置かせていただきますので、各自そちらからお持ち帰りくださ

い。(登園日数等により使用頻度が少ない時は、各ご家庭の判断により、そのままにしていた

だいても大丈夫です。) 

●消毒日：これまで通り、保育室内にて消毒作業後に持ち帰りをお願いいたします。 

翌週明けのセッティングもこれまで通りご協力いただきますようお願いいたします。  

（幼児組の布団消毒日は第４金曜日です）         

③ 一週間の予定表は保育室前の掲示板に移動しています。お子様と一緒にご確認ください。 

④ 午睡時間の選択について：幼児組保育室(ロフト柵)にホワイトボードで記録しています。 

⑤ 廃材回収について：空き箱等の回収を一度お休みいたします。ご協力ありがとうございました！ 


